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- マックス ･ウェーバ- MaxWeber｢世襲
財産 FldelkollmlL3｣論の内容 とその意義-








-/ト･ルイス StLoulSにおいて,ルイジアナ LoulSlana 買収百年記念祝典
の際に開催された学術会議の席上,主として ドイy農業史の事例に即しながら
｢資本主義と伝統 との闘争｣8)の問題をテー-として行なった講演中の一 節 で
あるCはたしてウJ-バーは,20世紀初頭期における ドイツ農業-土地所有桟
道の現実にみられるどのような ｢発展諸傾向｣が, ｢イギリス的｣ないかなる
｢状態｣-の ｢接近｣を ｢示しはじめている｣ というのであろ うか｡ また,
｢ドイツ東部において今行なわれている｣こととはなにか｡そして それ は,
1) M Weber,Capltal1割TIEndRlralSocietylnGermany,ln H H Gel-thandC.W




19世紀東ドイツにおける｢本源的専横｣と土地所有 (1) (47) 47
｢現在の状態の確立にいたるまで数世紀にわたって｣イギ リスがたどってきた
経過 とどのようにかかわるのか｡あたか も,1860年代後半の時点において,す







FidelkommlJ3fragelnPreu13en を主要な素材 として, マックス .ウェーバー
の ドイツ農業-土地所有論 ともい うべき問題が含む経済学的意義を明らかにし,
あわせて,深刻な農業恐慌を伴 った19世紀末 ｢大不況｣GrosseDepresslOn の
渦中に_ある ドイツ資本主義の激烈な構造変化の過程を,資本主義発展打おける
本源的蓄積 と土地所有の両契牌に着 日しつつ跡っけるための若干の検討を試み
ようとするものである｡けだし, この 『世襲財産問題』論文が.セン ト･ルイ
ス講演において論 じられた ｢資本主義 と伝統 との闘争｣あるいは ｢資本 と土地
所有 との闘争｣6)の問題を真正面か ら′魔大な統計の分析をふまえて綿密かつ詳
細に展開した論文にはかならないという点で,また,われわれの当面の研究対





6) M Weber,CapltalSm andRuralSocletylr⊃Germany,p.368.
7) 本稿における19世紀末 ｢大不況｣期ないしは19世紀末期牡,広く20世帯己初頭期を含む時期とす














(I) イギ リス地主 と農業構造の特徴9)




















9) CfM Wcber,oj･cat,pp 3801381.








任) プロイセン東部のユンカーの事情は,上にみたイギ リスの状況 とはまっ
た く違 う｡ユンカーは.農村における労働力雇傭者であ り, 自分の農地 と所得
の大きさに従 って評価されるす ぐれて資本家的な類型の人間であるC.かれ と農
場働 き手 Larmhandsとの利益共同体は解休し,かれの労働者はプロレタリア





患ず第1に,イギ l)スにおける地主の ｢私的土地独占｣ と ｢土地所有と経営




畏業の成立 ･展開O第 2に, ドイツの ｢-I/カー経営-土地所有｣における土





12) M Weber,FldeliolnmiJ3frage.S 374
50 (50) 第125巻 第1･2号
強 く封建的残津をまといつけているにしても,ユンカーは,資本家的額塾の人
間であるかぎりにおいては,イギ 1)スの近代地主 との同一性をもつ｡一言にし
て,イギリス地主 とドイツ ･ユンカーの区別 と同一性にかんするウェーバーの
的確な指摘｡
われわれは, ウェーバーのここでの所論からおよそこの3点を読み とること






それでは,いったいウニ=ノミー は, 『世襲財産』論文において.19世紀末 ド
イツ農業にみられる現実 ･その発展傾向などのようなものとして把揮 したのか｡



















19世紀末 トイツにおける ｢本源的蓄漬｣と土地所有 (1) (51) 51
紀 末期 の世 襲 財 産 の実態 にか んす る統 計的 に確 認 で きる事 実 か ら, 眼 前 の ドイ
ツの世 襲 財 産が 果す 磯能 につ いて, よ り広 い資 本主 義 発 展 史 のパ ースペ クテ ,f
ヴの なか で, どの よ うな一般 的特 徴 つ けを与 えてい るか (Ⅱ 世 襲財 産 の実態
と機能 )0
第 2に, ウェーバ ーは,『市町村辞典』Gemeindelexikon, あ るい は,『プ ロ
イ セ ン土地 所 有 調査』preuBISChe GruldbesltZaufnahmen 等 の統 計 16)の分析
を ふ まえ ⊂,｢ドイ ソ東 部 に お い て今行 なわれ てい る｣ こ とを, どの よ うに把
握 して い るか (Ⅲ ｢本源 的蓄 贋｣ と世 襲財 産)｡ こ こで は,農 民 的土 地所 有 と
農 業経 営 に及ぼ す世 襲財 産 の影響 につ いて, ウ ェーバ ーが と らえた事 実 を あ り
＼轡という｢決定的F現題｣(Fldelkom-lJSfrage.S3A=4)が⊃｢『理論的』緒論｣ (ebe刀da.S
332)ののちに.福大な統計資料を駆使して追究されている｡第2節にあっては,主として,限
















15) r)_T一/て-が使用した資料,すなわち. 『世碁革財産』論文の素樹は以下のとおりであるo第 1



















ェ-/､-の評価の問題を検討する (ⅠⅤ 中世毒蔓財産 と大世襲財産)｡ すなわち,
所有 と経営の合体がみられる不合理的 ｢小世襲財産｣klelneFidelkommlSSeと
の対比のうえでの, 土地所有 と経営が分離 した ｢大世襲財産｣ groL3e Fldel-
kommlSSe の経済的合理性の問題がそれである. ここでは. ドイツのイギ リス
的状態への過渡期 としての19世紀末期にあって,大世襲財産にみ られる ｢3分一
割制｣の形成が, ドイツ資本主義の全体的な構造変化にとり,資本 ･賃労働 ･
土地所有の相互規定的関係の完成 した給体へと向か う,そのブルジ ョア的 発
















一彦 『リストとヴェー バ -ー ドイツ資本主義分析の思想体系研項『- rn1969年.297-302ペー
ジ,豊永泰子 ｢プFZイセノ世襲財産問題- 帝制期トイツにおける土地政策の-動向- ｣『西
洋史学J]第68号,1965年,46-47べ-./参照.








- 一 般 的 概 観 -
1 ドイノ東部における世襲財産の実態





landてUlrt∫ChaftlLChen VerhaZtn19Se.G Schmollerlユnd M Serlng(hrsg),Staats-and
sogzalwtsseltJChaftZwheForSChunge7,Heft134,1908
21) 本稿の作成にあたり,山岡亮一氏の前掛書所収 ｢7ツクス ウェー/ミー の農業経済論｣, EEl中









産｣論を, ｢プ.]シi･型資本主義の酎 ヒ 再編｣論として把捉されると同時に,ウェー/二一の構
想にみられる ｢所有と経営の分離｣の問題を,いちはやく指摘されている｡山岡亮一.前掲害,
115,117ページ, EE]中其暗,出口編前掲書 (所収論文),286ページ,同,前掲 『経済学論集』
(所収論文)366--〉ノフ山口弔1男,前掲論文,28,31,34ペーノ参BEL
















によって禁止された世襲財産の設定 ･形成は,はや くも1852年 6月5日の法律
によりふたたび許される98)とともに,その後著 しい発達をとげ,20世紀初頭対
にあってもなおひきつつきその加速的拡大傾向を示 しているOそ の数 1,119に
のぼるプロイセン全世襲財産中,半数以上のもの (599)が, 1850年代以降の
50年間に新 しく成立した世襲財産である｡現存する全世襲財産の面帯は,20世
22) IConrad,AgrarstatlStlFICh`iU ntFLrFmrblmgELTl,1TI J'7brbliL-herflirNatmnalokonomze-
undSta如tik,N F Bd16,1888,S 150





27) VglM Weber,a a 0.SS 3281331
28) L プレソタ-ノ『プF]シャの農民土地相続制定』〔1899年〕,我妻栄 ･四官和夫共訳,1956年,
19世紀東ドイツにおける｢本源的蓄積｣と土地所育 (1) (55)55
紀初頭期において約2,177,000-グタールに達 し,全プロイセン王国 Konigreich



























ものである場合にかぎられる｣｡ Vglebenda,S 330u.Ann 3).










の祖国- イギ リス一 において世襲財産が果した機能,それは,土地所有と





する試みを通 じて, 〔イギ リスだけでなく〕 どこにおいても生みだされている｡
『満ち足 りた』資本家的御仁が, 『威厳あるくつろぎ』Ottum cam digmiate















ける ｢3分割制｣の全般的成立とその荒壁な実現に与って力あった世 襲 財 産
(｢継承的不動産権設定｣35)strictse[tlement)の能動的役割を積極的に評価す
るとともに, ｢利子形成の特殊近代-資本主義的 1形態｣ としての 股的性格
を もつ世襲財産が,イギ リスだけではなく,資本の増殖欲 と支配階層の高収入
欲のみられるところでは, ｢どこにおいても生みだされている｣, というので












分離というかたちで実現 したのに対 して, ドイツでは事腰は必ず しもそうなら
なかったはか りでなく,むしろ道のかたちをとって現われたことが,重要な点
34) Ebe72da,SS 331-332
35) 椎名重明『近代的土地所有- その歴史と理論- 』1973年,102-113,3201336--ジ参照.
36) 住谷-聾,前掲垂⊃304べ I Ly】

















はなく, まさに,｢農民的所有地の中-上位層｣桝 groBeren und mltleren
Bauernbesil2:ungenの勢刀範囲をこそ縮小することにならざるをえないo ウェ







第23巻 (『資本論』第1巻)第2分取 934-936,993ページ参照 (『資本論』の引用は以下, 『全
集』第23着b.934-936,993べ-ジというふうに簡略化して示す)｡
19世紀東ドイツにおける｢本源的蓄替｣と土地所有 (i) (59) 59
に 目をそそいでいる点に も留意す る必要があるO
こうして,プロイセン東部における農民的土地所有全般の発展は, この両傾
向の挟撃にあって,農民的土地所有の中-上位層の存続にとり不都合な影響を
こうむ ってお り,さらにいっそう具合の悪いことには, 自家労働力のみな もっ
てする経営などとうてい不可能な,それでいて大量の出稼 ぎ季節労働者の通例
的賃金額を支払 うだけの経済力を も欠 く ｢地主 自己経営｣EigentimerbetTlebe
(-いわゆる ｢ユンカー経営｣)の無能力が, こU)両慣向に拍車をかけていさ
えする, とウェーバーはい うのである0
第 1真により,農民的土地所有に与 えた世襲財産の影響を知ることがで きる｡





数が,零細な非 自立的所有地 dleuISelbstandigen Besit召ungen に比 してか
な り少ない.第 2に,世襲財産郡における農民的所有地数の減少憤向は,州平
均のそれに及ばない48)とはいえ, ウェ-ノミー がい うところの ｢農業制度内での









60 (60) 第125巻 第1･2号
全体的重要性｣44)にかかわ るその所有地面積 の点 では, 州平均 を しの ぐ急速 な
減少傾 向を示 してい る｡ この よ うに,世襲財産郡 においては,農民的土地所 有
の縮 小, な らびに, 自立す るこ とが で きない零細 な所 有地 の増大が優勢 な事態
とな ってお り,そ こに は, 州全 体 でのその進 展を相当程度 上回 る発 展傾 向が つ
らぬ いてい る, とい うことがで きる｡
したが って, ウェー/;一に よれは,世 襲財産が及ぼす土地所 有関係へ の影響
は こ うであるo す なわ ち,世襲財産 の維 持 と拡大 は,第 1に,販売用 O-)土地 の
供給 を絶 えまな く不 自然 に 減 らし,第 2に,農村 の住民大 衆を劣等地 においや
るこ とに よ り,大土地複合体 groBeBodeI-komplexe と過小地 klelneStellen
との並存 へ と向か う傾 向を判然 と強化す る点 で大 いに与 って力 あるのである.
>O
2 ′農業経 営45)
第 2蓑 は,16の シュ レ- ジェン世襲財産郡 にお け る農業経営階層別経 営面積












44) M Weher.EZa 0,S 347
45) 本節の叙述は.ウェー/く- 『世襲財産』論文の347-354ベーンによる｡
46) 『rイツ国統計』の1898年版 StaLFStL丘deSDeutschenReich∫,N F Bd 112-を基とし





各県別経営数の比率をみておこう (付表 1参照)｡農業経営総数中の大経営の割合は, 3県とも
ごく僅少であり, リーグニッツ･オッベルン両県にあっては10/Oにすら満たない｡この大経営ノ
19世紀末 トイツにおける ｢本源的蓄環｣と土地所有 (1) (61)61



















62 (62) 第125巻 第112号
3つの事実が明らか となる. 第 1に, 全経営面積中に 占める大 経 営 GroB-
betrlebe(100-クタール以上の農業経営)の面積比率は, 合計12の諸郡にお
いて,当該各県平均を上回る数値を示 している｡他方,それは,Waldenburg
と Hirschbergの2郡にあっては著 しく,Sagan郡においては見紛 うべ くもな




3に,小農民所有地 kleilererbauerlCherBe51tZ 階層 (5-20-タタール
経営層)は,つごう8つの郡で県平均以上の存在をみせてお り, ｢森林世襲財
産｣ 郡rf,の3郡 (Waldenburg･HlrSChberg.Sagan) までが,この8郡に属
している｡1895年の 『農業経営統計』を基 としたウエーバーの分析か ら,さし






産｣ と ｢農業世襲財産｣1andwirtschaftlCheFldelkommlSSe の特徴的相違を
みよう｡Waldenburg と Reichenbachの両郡は,世襲財産面環の比率 と工業









(bewelSel)ではなく,例証 (llustrLeren)であるDVglM Weber,a,a,0,S 350
19世紀東ドイツにおける｢本源的蓄積｣と土地所有 (1) (63)63
業)の 2点にかんするか ぎり,同じ特徴を もっている｡ とはいえ,前者の地質
は著 しく劣悪であり, 1- タタールあた りの耕地純収益は,RelChenbach の
28マル ク Markの半分に も満たず,わずか12マルクにすぎない｡WaldeI〕burg
においては,農用地の世襲財産化ではなく,主 として森林地の世襲財産化が求
められたのであった｡これにたいして, Reichenbach の森林地は Walden-
burgのそれの34にす ぎない｡ このように,一方の Waldenburg郡が典型的な
森林世襲財産郡であるとすれば,RelChenbach は,森林地面積の比重 もか な
り高い とはいえ,どちらか といえは主 として農用地の世襲財産化が進んだ農業
世襲財産郡的色彩oj濃い郡なojである0
2つの郡のまった く対照的な用達は,以下の諸点に現われている (第 3表参
照)O 第 1に,Waldenburgにあっては,経営面積中に占める大経営の比率が
第3表1)Waldenblrg郡とRelChenbach郡
冨'憲 一‥諾 芸 ｡…≡芸 …芸芸 三曽)2, lor書芸琵芸:' (5～100ha)













甚だしく低 く,逆に,農民経営が優勢な存在を示 してお り,その両横比率は総
面積の80%以上にも連 している｡第 2に,RelChelbach にみ られる状況 は こ
れ とはまった く対照的であり,大経営が非常に優勢であるのにたいして,農民
64 (64) 第125巻 第1･2号



























崎芳治｢本源的蓄飴 の諸問題- 『市民主義的マルクス理解』批判序説- ｣『経済科学通信』
寮15号,1976年,19-22ペ-y参照0
49) M Weber,a a.0,S 352




ウェ-バーによれば,Reichenbach と Nimptsch を比較することにより明
らかとなる事実は,以下のとおりである.すなわち,′農業世襲財産郡的性格が
濃厚であるとはいうものの,それでいてかなりの森林地をもつ Reichel-bach
においては, まさに森林地 の相対的大 きさゆえに,農民的所有の状態が
NlmptSCh よりも依然として良好であるo Lか し,Reichenbach とは違 う
Nimptschの特殊性を認めなければならないO第 1に,NlmPtSCh郡にあっては,
























































ておらず,道に, 5-20-クタール経営層の小農民地 dle klelnen Bauern-
stellen残存の程度が相対的に強い (第 5表参照)｡第 2に,僅少な自立的所有
地数 と非自立的零細所有地の大量存在 とに示される農民的土地所有縮小 と農民
経営消滅の傾向,とりわけ,工業世襲財産発展地域でのその徹底的進化の事実は,




鼻 晶 袈 匿 孟 宗 そ の 関係
Pt.媚 郡 94762 79761650 1:只_4226.61
のいずれにおいても減 出所) 第4蓑と同じ｡





































19世紀末トイソにわける｢本源的蓄秩｣と土地所有 〔1) (69) 69








としての本源的蓄積｣53)｡ これが第 1の視角である｡次に, 資本主義的農業の
恒常的基礎の創出と農民大衆の根底的な収奪,そ して,農村家内工業の蹟戒を
実現 ･完成する大工業の規走性,すなわち,｢農業革命にたいす る｣54)その ｢規
ほかならぬ本源的蓄積 とかかわらせて,こう述べているoすなわち, ｢大工業
がはじめて機械によって資本主義的農業の恒常的な基礎を与え,巨大な数の農
村民を徹底的に収奪 し,家内的 ･農村的工業- 紡績 と織物- の板を引き抜

















70 (70) 第125巻 第1 2号
ェl/農業制度の特徴的独自性をいっそう強め,その社会的対顔を激化する傾向
を示 してお り.しか も,工業による蓄額資本が土地集積の方にふ り向けられて




T方における, ｢良質の農用地の資本による吸収｣59)と ｢世襲財産-の資 本
の固縛｣oo),他方における,｢地代をもたらさない土地層に密集 した,東部国境







以上総 じて,ウェーバーのいう ｢〔19世紀末期の〕 ドイツにおいて今行なわ
れている｣ こととは,本源的蓄積の漸進的な不断の進行であり,わけても,工
業発展地域における,資本主義的進化 と絡み合ったその急進展だったのであるo
58).59),60),61) M.Weber,a a 0,S354
